


2，会員及び予算
　(1) 会員
　　年度末会員数450名を目標とする。　定例で毎月第二水曜日に入会説明会を開催　
　　PDCAサイクルによる目標管理を通じて会員の確保と女性会員の拡大
　　関係諸団体や地域の商業施設を活用した会員募集を行う
　　未就業会員への現況調査と就業相談を行い退会会員の抑制を図る

　(2) 予算
　　令和6年度本体事業運営費国庫補助　Bランク　　
　　高年齢者・現役世代サポート事業への取組みと、参加者へのフォローを行う
　　　
3，事業
　(1) 安全・適正就業推進事業
　　「安全は全てにおいて優先する」ことを継続的な課題として事故撲滅を目指す。特に、高
　　所作業や機器を取扱う場合は保護具の完全着用を徹底し、作業前のチェックシートの活
　　用等により、ちょっとした気の緩みから発生する事故を未然に防止するなどの対策を行う
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　安全で適正な就業環境づくりへの取組みのため、災害に備えた自主防災活動を推　
　　進、コロナ禍後の新しい生活様式のもと研修会や会合の実施、および地域の安全活　
　　動、普及啓発活動を行う
　①　安全・適正就業強化月間の設定 ( 7月 )
　②　シルバー安全の日 ( 毎月10日 )、のぼりを立て安全意識の向上に努める  
　③　管内で実施の安全就業研修会への参加
　④　安全・適正就業に関する巡回パトロールを行うと共に、センター独自の技能安全講習の実施
　⑤　機関誌、安全パンフレットを用い会員に対する安全意識の向上を図る
　⑥　安全就業講習会の開催
　⑦　適正就業推進のため、適正就業ガイドライン、作業前チェックシート等の活用、受託内容
　　　の自主点検を行う
　⑧　安全保護具の着用、点検、整備
　⑨　センターの車を使用する際は、アルコール検知器によるチェックを行い、安全運転を徹底する
　⑩　「共同・共助」の観点から、就業機会の均等化・公平化を図るため、ワークシェアリング
　　　やローテーション就業を推進する

4，普及啓発事業
　(1) 機関誌「東かがわ」57・58号の発行 (年2回)
　(2) 普及啓発月間 「シルバーの日」(10月)にボランティア活動を行い、事業の啓発に努める
　(3) 全国のセンターの好事例集を纏めた「月刊シルバー」の配布



　(4)  入会募集パンフ・啓発パンフの活用により事業の拡大と就業機会の拡大を図る
　(5) ホームページの更新により、最新情報の提供を行ない、デジタル化へ向けた対応も検討する
　(6) 技能講習、就業体験を実施することにより、新たな分野での就業を希望する会員や新
　　  たな会員へ向けての会員拡大を図る

5，就業開拓事業
　(1) 地域のニーズや新入会員が希望する仕事などに基づき、就業開拓や会員の確保に努
　　 め、就業機会の拡大を図る
　(2) 後継者育成及び技術の向上を目的とした技能講習会を開催する
　(3) 女性の社会進出と、雇用機会の創出を目的として、高齢者派遣事業への取組みを推進する
　　また、派遣労働会員のスキルアップを図るための教育訓練を行う
　(4) ブロック研修への参加により職員のレベルアップを図る
　(5) 自治体との連携強化による就業の場の拡大と、補助金の確保
　(6) 新たな生活様式に対応した多様な就業機会の確保

6，　会議
　(1) 理事会 ( 会員入会の承認、各議案審議 )　定例開催を目標とする
　(2) 会員役員協議会会議 ・各種専門委員会・地区委員会 (都度開催)
　(3) 職員会議 (毎月) を行い、問題提起と事務局体制の強化を図る

7，　技能講習事業
　(1) 就業に役立つ実務講習や会員のスキルアップ、マナー向上のための講習を実施
　(2) 派遣就業会員に対する教育訓練を行う (入職時の教育訓練等)

8， 職業紹介事業
　(1) 雇用就業希望者に対し、関連団体との連携開拓により、地域の高年齢者に相応しい職
　　業紹介事業を行う

9，適正な組織運営と自主財源の確保
　(1) 公益社団法人として組織体制の強化を行う
　(2) 財政基盤の健全化、経費の圧縮を図る
　(3) 会員の自主的な組織活動を推進する
　(4) インボイス制度(適格請求書等保存方式)へのスムーズな対応を図るとともに、諸経費の
　　高騰に対応するため、事務費率の改定をし、財政基盤の強化に繋げる
　(5) デジタル化を推進することにより、業務の効率的な運用に努める
　(6) 本年秋に予定されているフリーランス新法の施行を見据えた契約方法の円滑な移行を
　　進める
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